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（別紙） 

新 旧 対 照 表 

新 旧 

５ 目標を達成するために行う事業 

 （５－１）全体の概要 

  市道１０路線、林道１３路線を整備することによって、交流人口の増加に

伴うヒト・モノの流れの効率化を図るとともに、地域住民が安心して生活で

きる環境の創出及び森林資源の整備・利用を図る。 

都市部においては、市道「戸出光明寺戸出吉住新線」、市道「井口本江１

８号線」、市道「戸出町一丁目４号線」、市道「福岡上蓑線」、市道「荒屋

敷下老子線」の拡幅改良を行い、市道「羽広二丁目南幸町線」において歩行

空間の整備を行うことにより、県西部唯一の新幹線駅となる新高岡駅（仮称

）から優れた歴史的・文化的資産や名所・旧跡へのアクセス改善を図るほか

、中心市街地への円滑な通行及び安全な歩行空間の確保を図る。 

平野部においては、市道「舘市野沢線」の拡幅改良を行うことにより、福

光インターからの円滑な通行及び安全な歩行空間の確保を図る。 

 
［略］ 

 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

 （５－１）全体の概要 

 市道９路線、林道１３路線を整備することによって、交流人口の増加に

伴うヒト・モノの流れの効率化を図るとともに、地域住民が安心して生活

できる環境の創出及び森林資源の整備・利用を図る。 

都市部においては、市道「戸出光明寺戸出吉住新線」、市道「井口本江

１８号線」、市道「戸出町一丁目４号線」、市道「福岡上蓑線」、市道「

荒屋敷下老子線」の拡幅改良を行うことにより、県西部唯一の新幹線駅と

なる新高岡駅（仮称）から優れた歴史的・文化的資産や名所・旧跡へのア

クセス改善を図るほか、中心市街地への円滑な通行及び安全な歩行空間の

確保を図る。 

平野部においては、市道「舘市野沢線」の拡幅改良を行うことにより、

福光インターからの円滑な通行及び安全な歩行空間の確保を図る。 

 
［略］ 

 

 

 

 

 



 

- 2 -

 

 

新 旧 

 

（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 

  対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

  ・市道；道路法に規定する市道に「荒屋敷下老子線」「福岡上蓑線」が昭

和４８年１２月２１日、「戸出光明寺戸出吉住新線」「羽広二丁

目南幸町線」が昭和５８年４月１日、「下出入谷線」「岩渕坂上

線」「坂上上百瀬線」及び「舘市野沢線」が平成１６年１１月１

日、「井口本江１８号線」が平成１７年６月２８日、「戸出町一

丁目４号線」が平成１８年６月２２日にそれぞれ認定済み。 

 

   略 

 

  ［整備量及び事業費］ 
   ・市道 11.7ｋｍ、林道 19.4ｋｍ 

   ・総事業費 3,785,800 千円（うち交付金 1,860,475 千円） 

    （内訳）市道 2,429,600 千円（うち交付金 1,214,800 千円） 

    （内訳）林道 1,356,200千円（うち交付金  645,675千円） 

 

 

（５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 

  対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

  ・市道；道路法に規定する市道に「戸出町一丁目４号線」「福岡上蓑線

」が昭和４８年１２月２１日、「戸出光明寺戸出吉住新線」が

昭和５８年４月１日、「下出入谷線」「岩渕坂上線」「坂上上

百瀬線」及び「舘市野沢線」が平成１６年１１月１日、「井口

本江１８号線」が平成１７年６月２８日、「戸出町一丁目４号

線」が平成１８年６月２２日にそれぞれ認定済み。 

 

   略 

 

  ［整備量及び事業費］ 
   ・市道 10.9ｋｍ、林道 19.4ｋｍ 

   ・総事業費 3,669,800 千円（うち交付金 1,802,475 千円） 

    （内訳）市道 2,313,600 千円（うち交付金 1,156,800 千円） 

    （内訳）林道 1,356,200千円（うち交付金  645,675千円） 

 

 

 

 

 


